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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 14 条によって準用する第 12 条第 1 項の規定に基づき，一般社団法人日本

配線システム工業会（JEWA）及び一般財団法人日本規格協会（JSA）から，工業標準原案を具して日本工

業規格を改正すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大臣が改正した日本工

業規格である。これによって，JIS C 8284:2000 は改正され，この規格に置き換えられた。 

この規格は，著作権法で保護対象となっている著作物である。 

この規格の一部が，特許権，出願公開後の特許出願又は実用新案権に抵触する可能性があることに注意

を喚起する。経済産業大臣及び日本工業標準調査会は，このような特許権，出願公開後の特許出願及び実

用新案権に関わる確認について，責任はもたない。 
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日本工業規格          JIS 
 C 8284：2019 
 

電気アクセサリ－ 

家庭用及びこれに類する用途のケーブルリール 

Electrical accessories- 

Cable reels for household and similar purposes 

 

序文 

この規格は，1995 年に第 1 版として発行された IEC 61242，Amendment 1（2008）及び Amendment 2（2015）

を基とし，我が国固有の配電理由によって，技術的内容を変更して作成した日本工業規格である。 

なお，この規格で点線の下線を施してある箇所は，対応国際規格を変更している事項である。変更の一

覧表にその説明を付けて，附属書 JA に示す。 

 

1 適用範囲 

この規格は，定格電圧が単相の場合，50 V を超え 250 V 以下，他の全ての場合，50 V を超え 440 V 以下

で，定格電流が 16 A を超えない交流専用のケーブルリールについて規定する。 

これらのケーブルリールは，特に通常の使用時の安全性に関連する，家庭用，商業用，軽工業用及びこ

れに類する用途で，屋内用又は屋外用を意図している。 

この規格は，次のものには適用しない。 

－ 機器又は照明器具に組み込んだケーブル巻取装置 

－ 機器又は照明器具と関連付けたケーブル巻取装置 

注記 1 機器に組み込んだケーブル巻取装置の要求事項は，JIS C 9335-1 及び JIS C 9335-2-2 に規定

がある。 

注記 2 照明器具に組み込んだケーブル巻取装置の要求事項は，JIS C 8105-1 及び IEC 60598-2-25 に

規定がある。 

注記 3 機器又は照明器具と関連付けたケーブル巻取装置は，特定の機器又は照明器具に電源供給す

るために設計された装置である。この装置は，感電に対する保護を備える外郭に組み込むこ

とも，そのような外郭をもつこともないため，機器又は照明器具に固定するか，又はそれら

と一緒に提供する必要がある。一例は，JIS C 8105-2-8 に従う，ハンドランプと関連付けた

ケーブル巻取装置である。 

この規格は，適用可能である限り，機器若しくは照明器具に，組み込んだ又はこれらと関連付けたケー

ブル巻取装置用のガイドとして用いてもよい。 

この規格に適合するケーブルリールは，周囲温度が 40 ℃を超えず，24 時間の平均が 35 ℃を超えず，

周囲温度の下限が－5 ℃での使用に適している。 

特殊条件がある場所では，特別な構造が必要になる場合がある。 

注記 4 この規格の対応国際規格及びその対応の程度を表す記号を，次に示す。 


